











楷書体で記載があり︑本文は一月一日から十二月三十一日まで付けられている︒途中一月三︑四日︑一月十七日から同二 六日︑六月十四日から同三十日︑七 四 から同十一日︑十月六日から同十一日︑十月二十三日～同二十六日は体調不良や多忙等でまと
めて記述されているか︑あるいは記述がない︒また︑七月二十九日は日付と曜日のみで八行空白があり︑ ﹁八月一日から同十四日迠ハ 光 記にゆづる︒ ﹂とあって︑七月三十日から八月十四日は記されていない︒形式は明治二十一︑二年と同様に ︑ ︑天候︑曜日に続き内容を記載する形式をと
ている︒起床︑出退校︑
帰宅時間︑来訪者︑訪問先の記録が大半 占め 点も同様である加えて十一月二十八 と二十九日の間に日課表 思われる鉛筆書きと︑十二月三十一日の後に上から墨で抹消線を引いた︑鉛筆書きの日課表および書きさし 課表がある︒
明治二十三年は一月に︑後に御用掛を務める周宮房子内親王の








































































































































































































































































平尾への金子持参す︒但し去月より金五円づゝおくる︒ ﹂とある︒昨年母房子が平尾の家を たことがわかっているが おそらくこ
れは母への仕送りであろう︒歌子は父の世話をしながら︑母へも金銭的な援助をしなければならなかった状況が見える︒
五月六日︑英国ヴィクトリア女王の三男アーサー・ウィリアム・








くる︒ ﹂ 記され いる︒詳細については明 かでないが︑母公は房子のことと考えられるので︑前述三月九日の事柄と併せて︑ に関する数少ない記述の一つであり︑下田の母に対しての心遣いが感じられる︒ 翌二十二日は亡夫下田猛雄の七回忌法要を光林寺で営んでいる︒
五月二十八日は華族女学校で皇后陛下御誕辰奉祝式が催された︒


















︵前略︶こゝに︑嬢等が︑畢生の間︑忘却す可からざる一事あり︒婦人と云ふ事︑ 即是れなり︒嬢等は婦人にして男子に非す︒婦人には︑婦人の分あり︒婦人の道あり︑婦人にして︑婦人なる分を失ひ たる道を忘れなば︑猶︑恰も︑人間にして人間たる道を︑忘却したるに異ならず︒ ︵中略︶如何に︑身を勞し︑如何に心を悩ますとも︑敢へて︑名を欲すること勿れ



























十一年一月～三十九年 月︶ ︑淺岡一︵教 兼幹事
 
在職期間：明
治二 六 十一月～同三十九年四月︶ が含まれおり︑ ﹁日光觀楓の記﹂が書かれたのは︑同行
者の在職時期から類推して明治三十三年で




































































































































































































日本婦人教育會五十周年記録﹄ よれば︑同会の前身である﹁東京婦人談話会﹂は下 らの賛成を得て広く上流階級 人々に呼びかけて結成されたとあり︑また︑明治三十二 に開催された︑同会の慈善園遊会にも積極的に関わっていたと記され いる︒
下田が日記に記した﹁自分胆に銘じて︑勉めて︑下民の女子︑






を実現させる決意を持っていた︒すでに大日本婦人教育会によって︑貧しい女性の自立のための教育機関が設立され︑下田も関わりを持つ中で︑情報も得られ︑さらにその後の欧米教育視察の知見によって︑下田が目指す女子教育の構想が具体化していき︑帰国後の帝国婦人協会設立への確かな足がかりになったと推測される︒明治三十一年起草の﹁帝国婦人協会設立 主旨﹂に﹁彼の遠く海外に航して︑賤業を営み わが日本帝国の体面を汚しつゝある︑ 多数の女子を如何せん﹂ と海外で 日本女性 現状にふれ︑ ﹁下層婦人の徳を高め︑智を進め︑其幇助によりて︑以て 自他の利益を謀らしめんが為に 漸次其実力をも養はしめ︑其自活の道をも立てしむるにしく者なきを︑信ずること切なり﹂と下層階級女性への教育の必要性を掲げているところにも︑明治二十三年講演の際にいだいた︑下田の決意が反映され いる 言えよう︒
おわりに実践女子大学図書館が所蔵する下田の自筆日記は明治二十一年
十月から同二十四年十二月までに限られ が︑下田 姪である平尾壽子の証言等から︑下田がこの期間以外にも日記 つけ たことが知られる︒今回の調査で︑明治二十三年 大 本婦人教育会の講演を聴講したことが︑下田の目指す女子教育の対象を当時


































































































































17 ﹃女子学習院五十年史﹄四一八頁18 ﹃華族 学校第五年報﹄七三頁19 ﹃華族女学校第五年報﹄七五～八〇頁︑卒業証書授与式演説自筆草稿は下田資料︵六〇︶
20 
下田資料︵二六九八︑二 九九︶ ︑原本は国立国会図書館憲政資料室所蔵









































明治二十二年の項には ﹁議員﹂ と ﹁特別會員﹂
に﹁下田歌﹂の名前がある︒
30 ﹃大日本婦人教育会雑誌﹄第二十四号
 
大日本婦人教育会
 
明
治二十四年二月十四日発行︵一八九一年︶
31 
嶽本新奈﹃からゆきさん
―
海外︿出稼ぎ﹀女性の近代﹄共
栄書房
 
二〇一五年
32 
小鹿島筆子については︑一番个瀬康子・津曲裕次・河尾豊司編﹃無
む
明みょう
の人
 
石井筆子
―
〝近代〟を問い歴史に埋もれた
女性の生涯﹄ドメス出版
 
二〇〇四年︑滝乃川学園
 
津曲裕
132女性と文化 第3号
次監修・編集﹃滝乃川学園百二十年史
 
知的障害者教育・福
祉の歩み﹄上・下
　
二〇一一年︑津曲裕次著﹃ ﹁石井筆子﹂読
本
 
鳩が飛び立つ日﹄大空社
 
二〇一六年参照
33 ﹁帝国婦人協会設立主意書﹂ ︵下田資料
 
四八〇〇︶引用文の
表記は﹃実践女子学園一〇〇年史﹄掲載文に従った︒
追記
拙稿﹁実践女子大学図書館蔵
 
下田歌子自筆日記について︵二︶
﹃女性と文化﹄下田歌子研究所年報
 
第二号﹂の記載に誤りがあ
りましたので訂正いたします︒一〇二頁
  下段
  五行目
 
︵誤︶萬歳を唱え
 
︵正︶萬歳を唱へ
（あいこう・はるみ／実践女子大学下田歌子研究所研究員）
